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高

講演：「高校生を取り巻くインターネッ
トの課題」
講師：NPO情報セキュリティフォーラム
　　　廣瀬 由美氏
　令和４年４月からの成年年齢引き下
げにより高校生の消費者トラブルが懸
念されることから、ネットの危険性や
使用する際の注意点、ペアレンタルコ
ントロールの大切さ等を学んだ。

　健全育成委員会では昨年度に引き続き、青少年の健全育成に関わる事項の中から会員の関心が高いテーマにつ
いて、識者や専門家によるオンライン講演会を開催し、多くの皆さまにご参加いただいています。
　また今年度は、役員・理事で構成される健全育成委員会に加えて、各校PTAに募集した６名の健全育成サポー
ターが講演会の企画・運営を行い、学びを提供する側からも活動しています。

大盛況！！学びを止めない健全育成オンライン講演会

令和３年８月29日
高Ｐ連事務局よりZoom配信

令和３年11月７日
初の外部ホールより配信

令和３年12月19日
徳島の日本LGBT協会よりご登壇

健全育成サポーターと共同で企画

講演：「無限の可能性について考える」
～今、自分のまえにある現実に向き合
い全力で生きることとは～
講師：ポップ・ヴァイオリニスト
　　　式町 水晶氏

講演：「性別の枠に囚われず自分らし
く生きる」～多様性及び個性とは～
講師：日本LGBT協会代表理事　
　　　清水 展人氏　
　「誰もが自分らしく生きられる社会
へ」という想いで啓発活動に取り組む
清水氏自身が経験した偏見や感じた違
和感など、当事者ゆえの貴重なお話を
伺った。一口に性的マイノリティと
いっても一人一人内容は異なるグラ
デーションであり、適切な知識と寄り
添う気持ち、安心して相談できる環境
づくりの大切さなどを学んだ。

第１回【ネット教育】
インターネット被害未然防止

第２回【人権教育】
いじめ・インクルーシブ

第３回【LGBTQ】
多様性について

講演：「VITAの等身大力講座」～素質
が輝き、人生が花ひらく！～
講師：等身大株式会社代表取締役　
　　　VITA（びーた）氏（元よしもと芸人）
　今ある力を最大限に活かす「等身大
力」の大切さや、やる気を引き出す子
どもとのコミュニケーション術をユー
モアを交えながらわかりやすくお話し
いただき、笑顔いっぱいの元気をもら
える講演会となった。

第４回【自己肯定感】
コミュニケーション能力

講演：「ネットの危険から子どもたち
を守るには」～加害者にしないために
大人として出来る事～
講師：NPO法人イーランチ 理事長
　　　松田 直子氏
令和４年２月27日に実施予定。
　デジタル社会を生きていく子どもた
ちを被害者だけではなく加害者にしな
いためにも、再度大人としてできるこ
とを考える。

第５回【ネット教育】
インターネットの課題

　脳性麻痺と闘いながら障がいやいじ
めを乗り越えてきた体験をお話しいた
だいた。つらい経験を乗り越えてきた
からこその力強さを感じ、努力は必ず
報われるという勇気と希望を皆に与え
てくれた。東京2020パラリンピック閉
会式での演奏が記憶に新しいが、この
日は東日本大震災で被災した木で作ら
れた「津波ヴァイオリン」の演奏もあ
り、心に響く講演会となった。

令和４年１月30日
画面越しでも伝わるパワフルな講演

　健全育成委員会では、生涯学習と
しての価値を高め、より有用な情報
を、より広く会員の皆さまに提供す
るという高P連の全体方針にもとづ
いて活動を展開しています。
　今後もオンライン講演会をお子さ
んと一緒にご家庭で視聴いただける
だけでなく、学校での講演会等、各
校PTAの活動にご活用いただけれ
ば幸いです。
　詳しくは高Ｐ連ホームページをご
覧くだ
さい。
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　令和3年度の定期総会は、新型コ
ロナウイルス感染拡大防止対策を施
した上で会場での開催を指向してい
たが、日に日に感染状況が悪化して
いる時期であったため、昨年度と同
様書面開催となった。
　令和2年度の活動はコロナの影響
により研修大会や一部の地区大会、
専門教育部会大会が中止となった一
方、理事会はオンライン会議の仕組
みを導入して通常と変わらない形で
実施し、県大会、健全育成委員会、
一部の地区大会ではオンライン参加
を可能とするプログラムを企画し実
施した。さらに、会員要望を踏まえ
各校PTA会長によるオンライン情
報交換会を新たに企画・実施した。
　令和３年度の事業計画は、これま
でのスローガン「学び、行動する
PTA」の下、各種事業を展開するが、
前年度に引き続き、今後の感染状況
を踏まえ適切かつ柔軟に対応してい
くこととした。
　令和３年度の役員は、７名が新任

令和３年度定期総会は２年連続で書面開催

令和３年度 賛助会員：３団体
全力丸株式会社　　東京海上日動火災保険株式会社　　ライズTOKYO株式会社

各掲載記事詳細は高P連HPへ

【構成員】
各校PTA会長� 143名
各校校長� 134名
役員・理事�  22名
合　計� 299名

【決議事項】
＊令和２年度事業報告・決算報告・監査事項
＊令和３年度役員選任
＊活動方針・スローガン・ミッション（案）
　令和3年度事業計画・予算（案）

「学び、行動するPTA」団体表彰：10校
市ケ尾高校PTA　　　　多摩高校PTA　　　　麻生総合高校PTA
横須賀工業高校PTA　　湘南高校PTA　　　　藤沢工科高校PTA
秦野曽屋高校PTA　　　小田原東高校PTA　　上鶴間高校PTA
相模原弥栄高校PTA

項目 収入 支出 差額（繰越金）

令和２年度
決算

一般会計 30,940,872 19,216,938 11,723,934
研修事業会計 5,853,416 2,318,065 3,535,351

令和３年度
予算

一般会計 37,118,934 37,118,934 ０
研修事業会計 9,585,351 9,585,351 ０

令和３年度　定期総会（書面開催）承認事項

令和３年度神奈川県立高等学校ＰＴＡ連合会　役員・理事紹介

後列左から：�田川副会長、市村監事、穴澤理事（横浜中）、中嶋理事（湘鎌）、其田理事（県央）、小林総務、植村理
事（相模原）、山本理事（横浜北）、麻生理事（横浜南）、橋本会計、𠮷川会計、佐々木副会長、北監事

前列左から：�中野顧問、内田総務、角田総務、田中副会長、廣間副会長、米山会長、吉川理事（平秦）、福田理事（県
西）、山崎理事（川崎）、君島理事（横三）� ※（　 ）は理事の所属地区

とフレッシュな顔ぶれとなっている。
　書面総会での表決はすべての議案

が承認され、令和３年度の活動がス
タートした。
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　映画「ビリギャル」の小林さやか氏に
講師をお願いし、『映画ビリギャル主人
公が語る！子どもの能力を引き出すため
に大人ができること』の演題で講演して
いただきました。
　内容は、受験のシステムやテクニック
などではなく、自己肯定感が低かったご
自身との闘いであり、自分を支えてくれ
た周囲とのコミュニケーションの大切さ
などについてでした。
　自己肯定感が低いといわれる日本の若
者と向き合う家族として、また教育者と
して、周囲ができる効果的なコミュニ
ケーション方法を伺うことができました。
　アンケートでは、ご自身の経験を交え
たお話はわかりやすく、興味深く話を聞
くことができたという意見が多数ありま
した。

　令和２年度の研修大会は新型コロナウイルス感染拡大の影響により中止となりました。
　高P連では、前年度にオンライン形式で実施した県大会の経験をもとに、今年度の研修大会はコロナ禍であっ
ても開催可能なYouTubeライブ配信での開催としました。
　内容は、映画「ビリギャル」のモデルである小林さやか氏をお招きしての講演会、安全振興会の事業説明、現
役PTA会長、校長、PTA経験者、高P連会長をパネリストとするパネルディスカッションの構成で行いました。

　今回、新たな企画として、「これから
のPTA～これまでの活動を通して考え
る新しいかたち～」をテーマに、現役
PTA会長、校長先生などの方々にご登
壇いただき、パネルディスカッションを
行いました。
　活動の現状や取り組みなどをお話しい
ただく中で、パネリストの皆さんの共通
した想いは「人とのつながりを大切にし
たい」ということでした。
　コロナ禍でPTA活動やコミュニケー
ションが難しい状況において、PTA活
動に対して前向きになれるような内容を
伺うことができ、あっという間の１時間
でした。
　ディスカッションの詳細は高P連ホー
ムページに掲載しておりますので、ぜひ
ご覧ください。

２年ぶりに研修大会をオンラインで開催

講演会

パネルディスカッション
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　今年度の県大会は、直近の感染状
況をふまえて、ハイブリッド方式で
開催しました。
　会場は参加人数を抑えるととも
に、検温・消毒等の感染防止対策を
徹底し、参加方法（会場参加または
ライブ配信視聴）は参加者ご自身で
選択していただきました。

　初のハイブリッド開催ということ
もあり不安もありましたが、開会式、
表彰式に続き、安全振興会の作文コ
ンクール最優秀作品の朗読、広報紙
コンクール表彰式と、従前の会場開
催と同様の内容を実施しました。
　活動事例発表では、相原高校PTA
から「Ai♡hara~愛のあるサポート
　未来に向けて～」、小田原高校
PTAから「参加しやすいPTAを目
指して」と題した発表がありました。
　両校ともコロナ禍の中でのPTA
活動について、それぞれの特徴が伝
わる素晴らしい発表で、他校にも大

変参考となるものでした。
【第１分科会：会場参加＆YouTube
配信視聴】
「命を守る防災～神奈川県で起こり
うること～」
講師　�日本防災士会理事/法政大学

兼任講師　正谷　絵美　氏
　命を守るために、どのような行動
ができるのか。災害が起きたとき、
人はなぜか逃げないのだそうだ。命
を守るためには「率先して避難者に
なること」「逃げろ！」と声を出す
ことが多くの人を救うことになると
のことでした。
　また、「自助」が基本であり、そ
のための具体例を教えていただきま
した。知っているかいないかで行動
が大きく変わるであろうことが確認
でき、大変ためになりました。

・�スマホの充電はすぐに切れます。�
できれば太陽光での充電池を備
えましょう。
・�家族の写真は、スマホの中では
なく、１部プリントして持ちま
しょう。それが心の支えになり、
はぐれた家族を探すことにも役
立ちます。

【第２分科会：会場のみ】
　『PTA活動でのコミュニケーショ
ンの取り方』というテーマで、
PTA会長限定のグループディス
カッションを行いました。
　感染対策を行い、１グループ５～
６名に分かれて会場での情報交換を
しました。
　対面での語らいは、会長にしかわ
からない悩みごとなどの共有がで
き、有意義な意見交換となりました。

【第３分科会：会場のみ】
「広報紙コンクール応募作から学ぶ
広報紙作り」
講師　�神奈川新聞社/統合編集局次長�

兼　編成部長　佐藤　英仁　氏
　広報紙コンクールで審査委員長を
務めていただいた佐藤氏より、全体
会では紹介できなかった賞の講評を
いただきました。
　また、審査会の中で、構成やデザ
イン、企画の内容で話題にあがった
作品などを紹介していただきました。
　コロナ禍で思うようにPTA活動
ができない中、他校の広報紙を目に
することにより、今後の広報紙作り
に参考となる内容となりました。

第59回神奈川県立高等学校PTA連合会大会第59回神奈川県立高等学校PTA連合会大会
初めてハイブリッドでの実施
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　第45回広報紙コンクールは表彰式が県大会
と同日に行われ、応募総数54校のうち、最優
秀賞には七里ガ浜高等校PTAが発行した、
「七里ガ浜」が選出されました。写真の効果
的な使い方や読み手に合わせた記事の量など
総合的に高く評価されました。
　広報紙コンクールと同時に募集された第５
回広報紙「表紙」コンクールには、54校が応
募、高P連ホームページでの投票の結果、川
和高等学校PTAが優秀賞に選ばれました。
　会場での表彰式は前年度同様にコロナの影
響で優秀賞以上としましたが、最優秀賞の発
表を当日発表としたため、発表の瞬間は大い
に盛り上がりました。

第45回広報紙コンクール 第５回広報紙「表紙」コンクール 最優秀賞は七里ガ浜高等学校PTA

安全振興会　写真賞
川和高校

写真賞
相模原弥栄高校

企画賞
多摩高校

編集賞
湘南高校

「表紙」コンクール優秀賞
川和高校

奨励賞
市ケ尾高校

奨励賞
小田原高校

奨励賞
光陵高校

奨励賞
平塚中等教育学校

奨励賞
大和高校

優秀賞
神奈川新聞社賞
生田東高校

優秀賞
県教育委員会教育長賞
神奈川総合高校

優秀賞
高P連校長賞
大船高校

優秀賞
安全振興会賞
座間高校

最優秀賞
七里ガ浜高校

表彰された皆さま
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　関東地区の高等学校ＰＴＡ会員が
一堂に会す、関東地区高等学校ＰＴ
Ａ連合会大会が、神奈川大会として
パシフィコ横浜会議センターで開催
されます。令和２年度群馬、３年度
山梨と新型コロナウイルス感染拡大
の影響で中止されており、３年ぶり、
神奈川県としては平成29年度以来の
開催になります。
　大会テーマは、当連合会のスロー
ガンである「学び、行動するＰＴＡ」
を神奈川の地に関東地区のＰＴＡ会

員が一堂に会し、つながり、共に学
び、行動できたらという思いを込め
て設定しました。
　大会は新型コロナウイルス感染拡
大防止の観点から、会場参加は縮小
しますが、より多くの会員の皆さま
が参加できるようオンライン配信を
同時に行います。
　１日目は高校生アトラクションに
始まり、開会式の後には記念講演を
行います。２日目には昨年12月の県
大会で素晴らしい発表を行った小田

原高校ＰＴＡのほか、各県が研究発
表を行う分科会もご用意して盛りだ
くさんの内容で開催します。会場は
感染対策を万全にして皆さまの参加
をお待ちしています。また、オンラ
インでは学校で、またご家庭でご家
族やお子さんと一緒に多くの皆さま
の参加をお待ちしています。
　詳細は春ごろ各学校へご案内いた
します。
　高Ｐ連ホームページでも情報を発
信していますので是非ご確認ください。

関東地区高等学校ＰＴＡ連合会大会　令和４年７月9日（土）、10日（日）
令和４年は神奈川県で開催！　テーマは「つなぐ― 学び、行動するPTA」

●開催要項（予定含む）

全体会

令和４年７/９㊏ 令和４年７/10㊐

・高校生アトラクション
・開会式　・表彰式　・大会宣言　・記念講演

分科会
・分科会（第１～第５）
・閉会式

注）今後、新型コロナウイルス感染症拡大の状況等により、開催方法や内容が変更になることがあります。
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　「かながわ教育ビジョン」について
　かながわ人づくり推進ネットワー
クと連携し「かながわ教育ビジョン」
で掲げた「心ふれあう　しなやかな
　人づくり」を進めています。そう
した人づくりの推進に向け、県民一
人ひとりが、教育について考え、行動
するための機会として「かながわ教
育月間」の設定や「かながわ人づくり
コラボ」の開催等に取り組んでいます。

　県立高校改革
　すべての県立高校で改革に取り組
んでいます。令和３年４月には、神
奈川総合高校に舞台芸術科を新設し
たところです。令和４年度には、横
須賀工業高校の建設科新設や、海洋
科学高校の学科を改編します。また、
令和５年度に３校、令和６年度に１
校の再編・統合に伴う新校の設置に向
けて、着実に取組を進めていきます。

神奈川　県立高校改革 検索

　寄附のお願い　　　　　　　　
　　「まなびや基金」「奨学金基金」
①�まなびや基金は、県立学校の物品
購入・改修工事、グラウンドの一
部や中庭の芝生化など、教育環境
の整備に活用しています。
②�奨学金基金は、学資を必要とする
高校生等への奨学金の貸付けに
活用しています。
※�詳しくは各ホームページをご覧ください。
【問合せ】
　県教育委員会財務課、教育施設課

　電話
　①（まなびや基金全般について）
　　（045）210-8105
　　（芝生化について）
　　（045）210-8123
　②（045）210-8251

　高等学校奨学金の制度改正について
　（令和４年度）
　令和４年度から高等学校奨学金
（貸付）制度が変わります。
主な改正内容
○�保護者の所得要件を年収約800万
円未満から年収約910万円未満に
緩和。
○貸付月額の上限額を２万円から３
　万円に引上げ。（国公立学校に在
　学の場合）
詳細は募集案内（３月中旬頃ホーム
ページ掲載）をご確認ください。
【問合せ】
　県教育委員会財務課
　電話 （045）210-8251

神奈川　奨学金 検索

　インクルーシブ教育実践推進校に
　ついて（インクルーシブ教育推進課）
　共生社会の実現をめざし、すべて
の子どもができるだけ同じ場で共に
学び、共に育つインクルーシブ教育を
推進しています。知的障がいのある
生徒が高校教育を受ける機会を広
げるため、県立高校改革において、
県内すべての地域から通えるよう
インクルーシブ教育実践推進校を
14校指定し取組を進めています。

　スマートフォン等の適切な使用について
　高校生のスマートフォン等による
SNSやネットゲーム等の利用から、
犯罪被害やトラブルに巻き込まれる
ケースが増えています。また、スマ
ホのゲームやネットにのめり込むこ
とで依存症となり、本人や家族等の
日常生活に支障が生じるケースも増
えています。
　スマホ等の使用に関するルールや
マナーについて、ご家庭での話し合
いをお願いします。

子どものケータイ  安全・安心な利用 検索

神奈川　依存症対策 検索

　ペーパーティーチャー研修講座
　（県立総合教育センター）
　教員免許状を所有していて、教員
になりたい方を対象に「ペーパー
ティーチャー研修講座（教員免許状
保持者研修）」を２月25日（金）に開講
します。詳しくは、当センターウェブ
サイトをご覧ください。なお、来年
度も同講座を３回開催する予定です。

　一人で悩まないでご相談ください！
　いじめや不登校など様々な悩みは
県立総合教育センターの教育相談へ
「24時間子どもSOSダイヤル」
　電話　0120-0-78310
　　　　（0466）81-8111
　24時間365日受付　
「不登校ほっとライン（電話相談）」
　電話　（0466）81-0185

　月～金　８：30～21：00
　土・日・祝休日　８：30～17：15
　（12月29日～１月３日を除く）
「Eメールによる相談」
　kng-k-mailsodan@pen-kanagawa.ed.jp
「来所による相談」（要予約）
　電話　（0466）81-8521
　月～金　８：30～17：15
　（祝休日、12月29日～１月３日を除く）

　生涯学習情報を多数掲載しています！ 
　生涯学習情報システム「PLANET
かながわ」では、講座・イベント、
生涯学習の指導者、活動する団体等
の情報を、約20,000件の中から検索
できます。また、県立図書館の生涯
学習情報コーナーでは、資料を多数
取り揃えています。学習相談員への
相談もできますので、併せてご利用
ください。
【問合せ】
　県立図書館　広報・生涯学習推進課
　電話（045）263-5916

PLANET かながわ 検索

　「PTA活動のためのハンドブック」
　をご活用ください
　ＰＴＡに対する理解をより深め
ていただくためのテキストとして、
「ＰＴＡ活動のためのハンドブッ
ク」を作成しております。
　また、このハンドブックの基本
的な事項をまとめた概要版もあり
ます。

かながわ　PTA　ハンドブック 検索

教 育 委 員 会 の 掲 示 板



高
Ｐ
連
と
校
長
会
に
よ
る 
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会
か
ら
ス
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ー
ト

　

本
安
全
振
興
会
は
、
昭
和
52
年

に
県
立
高
等
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

（
以
下
高
Ｐ
連
）
が
、
県
立
学
校

長
会
（
以
下
校
長
会
）
と
協
力
し

て
設
立
し
た
相
互
扶
助
で
あ
る

「
神
奈
川
県
立
高
等
学
校
災
害
共

済
会
」
を
母
体
と
し
、
昭
和
56
年

に
財
団
法
人
化
し
て
か
ら
令
和
３

年
で
40
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

平
成
25
年
か
ら
一
般
財
団
法
人
に

　

公
益
法
人
改
革
や
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
・

青
少
年
教
育
団
体
共
済
法
」
の
成

立
に
伴
い
、
平
成
25
年
12
月
２
日

よ
り
一
般
財
団
法
人
に
移
行
し
ま

し
た
が
、
40
年
間
一
貫
し
て
本
会

設
立
の
趣
旨
で
あ
る
「
学
校
安
全

の
普
及
充
実
・
学
校
管
理
下
に
お

け
る
事
故
の
救
済
・
育
英
奨
学
の

推
進
」
に
基
づ
い
た
諸
事
業
を
推

進
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。こ
の
間
、

多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま
を
始
め
、
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安全振興会

県
教
育
委
員
会
や
高
Ｐ
連
、
校
長

会
の
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
支
援

に
支
え
ら
れ
て
ま
い
り
ま
し
た
こ

と
に
、心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

学
校
安
全
の
普
及
充
実

　

高
校
生
の
意
識
啓
発
を
目
的
と

し
た
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
や
ポ
ス
タ
ー

コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
す
る
と
と
も

に
、
交
通
安
全
大
会
等
の
高
Ｐ
連

や
校
長
会
へ
の
支
援
を
行
っ
て
い

ま
す
。
令
和
２
年
度
に
は
、
県
教

育
委
員
会
を
通
じ
て
県
立
の
全
高

等
学
校
と
中
等
教
育
学
校
に
熱
中

症
ア
ラ
ー
ム
を
配
備
し
ま
し
た
。

見
舞
金
の
給
付
総
額
は
31
億
円
超
！

　

見
舞
金
給
付
事
業
は
本
会
の
中

心
と
な
る
事
業
で
す
。
特
に
、
重

大
事
故
は
本
人
並
び
に
家
族
に

と
っ
て
精
神
的
、
経
済
的
負
担
は

計
り
知
れ
な
い
も
の
で
す
。
災
害

が
起
き
る
こ
と
は
決
し
て
望
ま
な

い
こ
と
で
す
が
、
40
年
間
で
見
舞

金
の
給
付
総
額
は
約
31
億
２
千
万

円
超
と
な
り
ま
し
た
。

返
済
不
要
の
修
学
奨
励
金

　

勉
学
に
役
立
て
て
い
た
だ
く
た

め
、
今
ま
で
に
４
，０
０
０
名
を

超
え
る
生
徒
へ
修
学
奨
励
金
を
給

付
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
令
和
３

一
般
財
団
法
人
神
奈
川
県
立
高
等
学
校
安
全
振
興
会

　

横
浜
市
中
区
山
下
町
１
番
地
シ
ル
ク
セ
ン
タ
ー
３
２
６
号
室

　
電
話
０
４
５-

２
７
４-

８
１
８
９
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
０
４
５-

２
７
４-

８
１
９
０

　

U
R

L
 h

ttp
://w

w
w

.ka
n
a
g

a
w

a
-h

s
a
n
ze

n
.o

r.jp

創
設
創
設
4040
周
年
を
迎
え
て

周
年
を
迎
え
て

理事長　松下　孝

年
度
か
ら
給
付
型
・
貸
与
型
を
問

わ
ず
他
の
奨
学
金
と
の
併
給
を
可

能
と
し
ま
し
た
。

記
念
誌
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
！

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
及
び
経
費
削
減
の
観
点
か
ら

式
典
は
行
わ
ず
、
30
周
年
か
ら
の

事
業
内
容
を
ま
と
め
た
記
念
誌
も

本
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載

と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

覧
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

　

今
後
と
も
、
社
会
情
勢
の
変
化

に
留
意
し
、
県
教
育
委
員
会
や
高

Ｐ
連
、
校
長
会
か
ら
ご
意
見
を
い

た
だ
き
な
が
ら
、
生
徒
・
保
護
者

そ
し
て
学
校
に
と
っ
て
よ
り
よ
い

事
業
を
展
開
で
き
る
よ
う
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。
引
き
続
き
ご
理
解

ご
支
援
の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル

　

応
募
数
は
１
１
９
点
（
14
校
）

で
昨
年
よ
り
30
点
（
４
校
）
増
加

し
ま
し
た
。

　

最
優
秀
賞
の
２
点
を
原
画
と
し

て
「
安
全
推
進
月
間
」
と
「
作
文

募
集
」
の
ポ
ス
タ
ー
を
作
成
し
ま

し
た
。「
安
全
推
進
月
間
」
の
ポ

ス
タ
ー
は
令
和
３
年
10
月
末
に
全

校
に
配
布
し
ま
し
た
。「
作
文
募

集
」
の
ポ
ス
タ
ー
は
令
和
４
年
６

月
に
全
校
へ
配
布
予
定
で
す
。

最
優
秀
賞
（
２
名
）

〔
安
全
推
進
月
間
〕

岩
田
和
佳
（
上
矢
部
）

〔
作
文
募
集
〕

岡
本
來
千
（
白
山
）

優
秀
賞
（
10
名
）

大
角
椋（
茅
ケ
崎
）、小
関
ま
り（
白

山
）、
鶴
岡
み
く
り
（
上
矢
部
）、

岸
咲
羽
、
寺
原
ね
ね
、
北
原
夏
香
、

高
波
想
、
杉
本
こ
こ
ろ
（
以
上
、

横
須
賀
総
合
）、
樋
口
佳
凜
、
齋

藤
な
る
（
以
上
、
横
浜
隼
人
）

佳
作
（
９
名
）

河
野
百
夏
、
山
口
夏
凜
（
以
上
、

上
矢
部
）、栁
田
ま
り
ん
（
住
吉
）、

藤
川
実
保
（
藤
沢
総
合
）、
神
輝

幸
（
白
山
）、
藤
井
瑞
生
、
伊
能

杏
香
、
小
野
寺
瞳
（
以
上
、
横
須

賀
総
合
）、
藤
川
ひ
よ
り
（
横
浜

隼
人
）

安
全
・
健
康

安
全
・
健
康      

生
徒
の
作
品

生
徒
の
作
品

　

令
和
４
年
度
の
年
額
は
次
の
と

お
り
で
す
。

会費額 会 費 内 訳
合計

学校・課程
純掛金 付加共

済掛金
一般
会費

高等学校（※）全日制 708 372 120 1,200

　　　　　 定時制 354 186 60 600

　　　　　 通信制 106 56 18 180

中等教育学校 708 372 120 1,200

（単位：円）

（※）�「高等学校」には特別支援学校高等部を含む。

令
和
４
年
度
会
費
額
の
変
更
な
し

令
和
４
年
度
会
費
額
の
変
更
な
し

岡本來千さん（白山） 岩田和佳さん（上矢部）

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

作
文
コ
ン
ク
ー
ル

　

応
募
数
１
，４
５
６
点
（
24
校
）

は
過
去
最
高
の
応
募
数
で
し
た
。

　

最
優
秀
賞
２
点
を
『
安
全
振
興

会
の
ご
案
内
』（
令
和
４
年
度
版
）

に
掲
載
し
ま
し
た
。
令
和
４
年
８

月
発
行
予
定
の
会
報
79
号
に
も
選

考
委
員
の
講
評
と
と
も
に
掲
載
し

ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
３
年
12
月
４
日
パ

シ
フ
ィ
コ
横
浜
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
高
Ｐ
連
大
会
で
本
人
に
よ
る
朗

読
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
（
２
名
）

岩
本
依
澄
（
新
城
）

　

献
血
と
い
う
架
け
橋
を

大
槻
莉
実
（
海
老
名
）

　

私
が
す
べ
き
こ
と

優
秀
賞
（
７
名
）

野
上
朋
愛
、
平
井
芙
海
（
以
上
、

平
塚
江
南
）、
澤
野
円
香
（
厚
木

西
）、
小
川
輝
香
里
、
齊
藤
彩
絢
、

鈴
木
梨
央
（
以
上
、
海
老
名
）、

遠
藤
こ
は
る
（
綾
瀬
）

佳
作
（
42
名
）

野
本
優
菜
、
吉
岡
真
唯
（
以
上
、

光
陵
）、大
塚
彩
菜
（
横
浜
桜
陽
）、

池
下
愛
深
、
奥
村
あ
い
、
川
村
紗

矢
、
高
橋
愛
子
、
中
村
桜
、
成
田

央
（
以
上
、住
吉
）、髙
橋
隼
司
（
麻

生
総
合
）、
三
橋
莉
希
（
菅
）、
古

俣
遥
香
（
鎌
倉
）、
上
田
結
希
、

尾
沢
汐
里
、
加
藤
優
菜
、
佐
藤
梓

花
、
関
渚
未
、
武
愛
叶
、
西
野
楓

冬
、
星
遥
南
、
星
川
万
依
（
以
上
、

平
塚
江
南
）、
萱
森
智
絵
、
白
石

耀
子
（
以
上
、
平
塚
農
商
）、
井

深
ね
ね
、
岩
田
美
咲
、
上
野
智
華
、

大
貫
優
奈
、
佐
藤
心
音
、
小
橋
菜

央
、
金
子
千
笑
、
鈴
木
椋
、
髙
木

陽
菜
、
髙
橋
明
日
真
、
髙
橋
乃
愛
、

福
本
英
生
、
米
倉
千
晴
（
以
上
、

海
老
名
）、
金
子
藍
里
、
加
藤
大

智
（
上
溝
南
）、
早
川
優
衣
（
相

模
原
総
合
）、
内
田
夏
路
、
傍
士

柚
子
妃
（
以
上
、
相
模
原
弥
栄
）、

小
川
桃
夏
（
相
模
原
中
等
教
育
）




